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市の人口 総数51,624人（男24,835・女26,789）世帯数14,943 (6 月30日現在） 	（毎月 2回 1日・15日発行） 

虫と火まつり終る 

‘
 

プ
」‘
A
(
 

ま
つ
り
参
加
者
匿
激
励
す
る
森
田
市
長
 

恒例の五所川原虫と火まつりが、 8 月 

4 日の 「市内音楽行進」 を皮切りに、 4 

日間にわたって盛大に繰りひろげられま

した。 しかし、東北南部に記録的な大雨

をもたらした台風10号くずれの温帯低気

圧の影響から 4 日の花火大会が7日に延

期、 5 日の虫おく りも雨天決行となるな

ど、 まつり関係者の苦労が多かったまつ

りでもありました。 

このような中で、青年会議所の 「虫お

く り火まつり」 が市民のまつりへの参加

を積極的に進めたほか、市内3農協の婦

人部が中心となった 「ながしおどり」 に

昨年の 2 倍強の約300人が参加。 また、最

終日の花火大会も昨年を上回る規模て折テ

われ、多くの観客を魅了しました。 

まつり期間中の人出は黙145万人と発表

されています（商工会議所発表）。 

まつりのスナップ写真を掲載します。 

毎
号
と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い

o
後
で

き
っ

と
お

役
に
立
ち

ま
す

o
,
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わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

トげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、やを合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

⑨平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 



促進大会で競発表する森田市長 

シートベルトの正しい締め方 
シートベルトは、ただ漫然と締めても 

効果は望めません。正しい締め方をぜひ 

覚えてください。 （ここでは 3 点式シー 

トベルトの着用方法を図解します）。 
①ベルトは腰の位置で締める 

シートは倒さず、深く腰を 

かけくベルトは腰骨の位置で 

締めてください。腰（骨盤）は 
体の中で最もじょうぶな位置 

です。お腹はやわらかすぎるので危険で丸 

＠ベルトはよじれていませんか 
ベルトがよじれていると、 

部分的に圧力が高まってしま 

い、十分な効果が得られなく 

なります。 また、ベルトが首 

にかからないようにしましょう。 

③バックルはカチッと音がしま 

したか 

カチッという音がしっかりと 

差し込まれた証拠の音です。 

☆お子さんが 3 点式ベルトを使うと、ベ 

ルトが顔や首にあたるのでかえって危険 

です。後部座席で2 点式ベルトを使用す 

るようにしてください。 

☆長さ調節式ベルトの場合は、胸と肩ベ 

ルトの間に、にぎりこぶしが1つ入るく 

らいの余裕をもたせて調節してください。 
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東京で促進大会が開かれる 

と王二 

昭和61年（1986年） 8 月15日 

日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道

建
設
促
進
同
盟
会
（
会
長
・
板

垣
清
一
郎
山
形
県
知
事
）
の
促

進
大
会
が
七
月
ニ
十
三
日
、
東

京
・
全
国
都
市
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
 

同
大
会
は
青
森
、
秋
田
、
山

形
、
新
潟
の
四
県
の
代
表
者
に

よ
り
、
各
々
地
元
の
国
会
議
員
 
 

並
び
に
建
設
省
、
国
土
庁
の
幹

部
を
来
賓
と
し
て
迎
え
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
で
森
田
市
長
は
、
青

森
県
代
表
と
し
て
意
見
発
表
を

行
い
、
満
場
の
賛
同
を
得
ま
し

た
。
 

そ
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
 

日
本
海
沿
岸
地
域
は
、
太
平

洋
沿
岸
地
域
と
比
較
し
、
地
理

的
、
気
象
的
条
件
や
高
速
交
通

網
の
立
ち
遅
れ
な
ど
に
よ
り
、
 

低
い
経
済
水
準
に
あ
り
、
加
え

て
国
の
公
共
投
資
が
太
平
洋
側

に
先
行
的
に
な
さ
れ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
相
対
的
に
そ
の
格
差

が
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
こ
そ

は
今
や
国
是
で
あ
り
、
地
域
格

差
を
是
正
し
日
本
海
沿
岸
地
域
 

を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
本

自
動
車
道
の
も
つ
意
義
は
極
め

て
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

私
ど
も
の
主
張
は
、
次
の
一
一

点
で
あ
り
ま
す
。
 

第

一
点
は
、
本
自
動
車
道
を

最
優
先
で
第
九
次
道
路
整
備
五

か
年
計
画
に
お
け
る
、
高
規
格
 
 

幹
線
道
路
網
計
画
に
組
み
入
れ

る
と
と
も
に
、
策
定
中
の
四
全

総
に
そ
の
建
設
促
進
を
明
確
に

位
置
づ
け
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

第
二
点
は
、
そ
の
ル
ー
ト
を

こ
の
道
路
の
名
称
ど
お
り
、
青

森
県
に
お
い
て
も
日
本
海
沿
岸

を
縦
貫
し
、
終
点
を
青
森
市
ま

で
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

今
度
津
軽
半
島
が
、
半
島
振

興
法
に
基
づ
く
第

一
次
指
定
を

受
け
ま
し
た
が
、
本
自
動
車
道

に
よ
っ
て
陸
の
孤
島
か
ら
、
 は

じ
め
て
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
確
信
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

単
に
経
済
的
効
果
の
み
を
も

っ
て
そ
の
是
非
を
判
断
す
る
こ

と
な
く
、
あ
く
ま
で
国
土
の
均
 
 

衡
あ
る
発
展
を
図
る
と
い
う
見

地
か
ら
、
本
自
動
車
道
の
促
進

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
 

ま
た
、
東
北
市
長
会
と
し
て

も
第

一
〇
四
回
、第

一
〇
五
回
、
 

第

一
〇
七
回
、
並
び
に
今
年
五

月
の
第

一
〇
八
回
東
北
市
長
会

総
会
に
お
い
て
、
そ
の
早
期
実

現
が
決
議
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
国
の
格
別
の
ご
配
慮
を
要

望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

終
り
に
、
本
促
進
大
会
を
契

機
と
し
て
、
全
て
の
日
本
海
沿

岸
住
民
の
悲
願
で
あ
る
日
本
海

沿
岸
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
の

一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
祈
り
、
 

意
見
発
表
と
致
し
ま
す
。
 



日
本
海
沿
岸
縦
貫
道
な
ど
 

り
B
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包
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8

月
2
1日
か
ら
地
区
 

七
月
二
十
八
日

か
ら
一
百
間
に
わ

た
っ
て
、
県
議
会

土
木
公
営
企
業
常

任
委
員
会

（
高
橋

長
次
郎
委
員
長
）
 

の
西
北
五
の
現
地

調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

初
日
は
、
鯵
ケ

沢
町
や
深
浦
町
な
 

6
件
を
陳
情
 

県
議
会
土
木
公
営
企
業
委
が
現
地
調
査
 

市
で
は
、
八
月
二
十
一
日
か
 

ご
と
に
開
き
ま
す
 

き
る
だ
け
市
政
に
反
映
さ
せ
て

い
こ
う
と
開
い
て
い
る
も
の
で
、
 

ど
な
た
で
も
出
席
で
き
ま
す
。
 

多
く
の
方
々
の
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

ど
の
現
地
を
視
察
後
、
市
内
の

ホ
テ
ル
で
西
北
五
の
市
町
村
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
陳
情
を
受
け
ま

し
た
。
 

こ
の
中
で
森
田
市
長
は
、
本

市
の
み
な
ら
ず西
北
地
域
に
と

っ
て
も
重
要
な
 
「
日
本
海
沿
岸

縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
促
進
」
 

「五
所
川
原
大
橋
の
早
期
完
成
」
 

「東
北
縦
貫
自
動
車
道
、
新
青

森
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
 

整
備
」
な
ど
六
件
の
事
業
促
進

を
強
く
陳
情
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
同
委
員
会
で

は
茜
北
五
の
発
展
の
た
め
に
、
 

こ
れ
ら
の
事
業
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
」
と
応
え
て
い
ま
し

た
。
 

同
委
員
会
で
は
翌
二
十
九
日
、
 

五
所
川
原
大
橋
建
設
現
場
な
ど

キ
視
察
し
ま
し
た
。
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ら
各
地
区
ご
と
に
 
「市
政
懇
談

会
」
を
開
き
ま
す
。
 

市
政
懇
談
会
は
市
民
か
ら
直

接
、
地
域
の
問
題
点
や
要
望
、
 

意
見
な
ど
を
聴
き
、
そ
れ
を
で
 

8
日
旧
  

5
日
団
  

4
日
困
  

2
日
因
  

9
月
1
日
明
  

30H
出 

29B
団 

26H
因 

25H
卿 

22H
団 

8
n
2
1H
困
 

月
日
（
曜日
）
 
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

午
前
1
1
0
時
 

時
 

間
 

市

民
文

化
会

館
 

農
村
婦

人

の
家
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ
ー
七
和
 

コ 

セュ
ンニ
タテ 
1 	イ 
松 
島 

コ 

セュ
ンニ
タテ 
1 	イ 

好 

コ 

セコ， 
ンニ
タテ 
~ 	イ 

栄 

コ 

セュ
ンニ
タテ 
~ 	イ 
飯 
詰 

コ 

セュ
ンニ
タテ 
I 	イ 
長 
橋 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ
ー
中
川
 

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ

ー
  

一
一
テ
イセ
ン
タ

ー
  

毘
沙
門
長
富
コ
ミ
ュ
 

場
 
所
 

五
所
川
原
 

地
区
 

小
曲
地
区
 

七
和
地
区
 

松
島
地
区
 

三
好
地
区
 

栄
 
地
区
 

飯
詰
地
区
 

長
橋
地
区
 

中
川
地
区
 

梅
沢
地
区
 

零

朗
地区
 

対
象
地
区
 

建
設
省
地
方
道
課
長
が
来
五
 

五
所
川
原
大
橋
を
陳
情
 

広報ごしよがわら 

情
は
良
く
わ
か
っ
た
。
で
き
る

だ
け
早
期
に
完
成
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
た
い
」
と
応
え
て
い

ま
し
た
。
 

地
方
道
の
状
況

を
視
察
す
る
た
め

に
本
県
入
り
し
て

い
た
建
設
省
道
路

局
の
駒
田
敬
一
地

方
道
課
長
が
八
月

三
m
、
本
市
を
訪

れ
五
所
川
原
大
橋

の
建
設
工
事
現場

を
視
察
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
同
課
長

は
、
板
柳
町
の
五
 

林
平
藤
崎
線
の
道
路
改
良
工
事

を
視
察
後
本
市
入
り
。
 

五
所
川
原
大
橋
の
工
事
現
場

で
森
田
市
長
は
同
課
長
に
、
本

市
の
市
街
地
と
西
郡
を
結
ぶ
橋

が
乾
橋
一
橋
の
み
で
、そ
の
た

め
に
交
通
渋
滞
が
ひ
ど
く
経
済

面
、
生
活
面
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
実
情
を
強
く
訴
え
、「五

所
川
原
大
橋
の
一
日
も
早
い完

成
」
を
陳
情
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
同
課
長
は
、「実
 

③昭和61年（1986年） 8 月15日 

土木公営企業常任委員会に陳情1急ー 
森田市長（右端） 
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7
月
3
0日

東
北
自
動
車
道
全
通
 園
四
＄
目
目
固
 

首
都
圏
と
直
結
地
域
開
発
に
大

き
な
役
割
 

東
北
縦
貫
自
動
車
道
青森
線

の
未
開
通
区
問
で
あ
っ
た
碇
ケ

関
ー
・
c
（イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
）
 
十
和
田
ー

・
c
間
が
七

月
三
十
日
開
通
し
、同
自
動
車

道
の
浦
和
 
青
森
間
（
六七
四
 

・

七
キ
口
）
が
一
本
の
高
速
道

で
つ
な
が
り
、
首
都
圏
と
青
森

県
が
直
結
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
自
動
車
道
は
昭
和
四
＋
一

年
建
設
に
着
手
し
、
四
十
七
年

に
岩
槻
上
チ
都
宮
間
が初
め
て

開
通
。
以
来
、
順
次
そ
の
延
長
 
 

を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。
 

県
内
の
区
間
は
、
大
鰐
弘
前
 

I
・
c
」
」
「
森I

・
c
間
が
五

十
四
年
に
、
ま
た
大
鰐
弘
前

I
 

・

c
ー
碇
ケ
関
I
・
c
間
が
五

十
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
て

い
ま
す
。
 

今
回
開
通
し
た
の
は
、
碇
ケ

関

I
・
c
か
ら
鹿
角
市
の
十
和

田

I
・
c
ま
で
の
二
八
・
ー
キロ

区
間
。
車
線
数
は
上
下
各
二
車

線
の
計
四
車
線
、
区
間
内
の
秋

田
県
小
坂
町
に
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
が
ー
か
所
設
置
さ
れ
て
い
 
 

ま
す
。
 

五
十
七
年
か
ら
工
事
を
進
め

て
き
た
こ
の
区
間
は
、
青
森

・

秋
田
県
境
の
険
し
い
山
岳
地
帯

を
切
り
開
く
と
い
う
も
の
で
、
 

最
大
の
難
工
事
だ
っ
た
の
は
全

長
四
・
二
六五
キロ
と東
北
最
長

の
坂
梨
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
。
三

年
二
か
月
の
歳
月
と
二
三
〇
億

円
の
工
費
を
費
や
し
、
昨
年
三

月
貫
通
し
ま
し
た
。
同
区
間
の

総
事
業
費
は
約
八
六
〇
億
円
。
 

こ
れ
で
同
自
動
車
道
は
、
首

都
高
速
道
路
の
連
絡
工
事
と
の
 

.
 

'
 

1
 

・
 
●
 
・
 

絡
み
で
工
事
が
中
断
さ
れ
て
い

る
浦
和
 
練

馬
間

（二
二
・

八
キロ
）
を残
す
の
み
と
な
り
ま

し
た
。
 

こ
の
た
び
の
全
通
に
よ
り
、
 

首
都
圏
と
青
森
間
は
約
二
時
間

短
縮
さ
れ
約
七
時
間
半
で
結
ば

れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
自
動
車

道
は
物
資
の
輸
送
だ
け
で
な
く
、
 

人
の
交
流
、
企
業
誘
致
な
ど
地

域
開
発
の
促
進
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

新
幹
線
接
続
に
グ
ン
と
便
利
 

五
所
川
原
駅
前
か
ら
リ
レ
ー
バ
  ス
 

8月は 

市県民税 第2期

健康保険税 第2期

の納期です。 （市収納課、 

七
月
三
十
一
日
か
ら
、新
幹

線
リ
レ
ー
バ
ス
「ョ
ー
デ
ル
号
」
 

が
、
五
所
川
原
駅
前
か
ら
一
日

一
往
復
運
行
さ
れ
、新
幹
線
の

接
続
に
グ
ン
と
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
西
北
五
地
域
の
人

達
が
新
幹
線
を
利
用
す
る
場
合

に
大
変
不
便
な
こ
と
か
ら
、か
 
 

ね
て
市
が
弘
南
バ
ス
株
式
会
社

に
対
し
、
五
所
川
原
駅
前
発
の

新
設
を
要
望
し
て
い
た
の
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
、盛
岡
ま
で

の
所
要
時
間
は
片
道
三
時
間
十

五
分

（
弘前
経
由
）
、
運
賃
は

三
千
四
百
九
十
円
で
す
。
 

運
行
時
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

,
 

午 	前 午 	後 

五所川原駅前発 盛岡駅前発 

8:30 2 :40 
弘南バス 弘南バス 

ターミナル ターミナル 

9:30 4:55 
盛岡駅前着 五所川原駅前着 

11 	:45 5:55 



五
二
中
ク
準
決
勝
で
惜
敗
 

本
市
で

少
年
野
球
奥
羽
大

会
 

翻
入
が
膿
包
ら
包
と
プ
レ

且
 

西
北
五
親
善
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

大
会
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 第

三
回
全
日
本
少
年
軟
式
野

球
第
一
蔀
奥
羽
大
会
が七
月
1
11
 

十

一
日
、本
市
の
市
営
球
場
で

青
森
、
秋
田
、
岩
手
e
三
県
代

表
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
が
本
県
で
開
か
れ
た

の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
、
 「西

北
五
a
少
年
野
球
の
レ
ベ
ル
を

高
め
た
い
」
と
い
う
県
軟
式
野

球
連
盟
五
所
川
原
支
部

（神
幸

一
支
部
長
）
の
熱
意
が
認
め
ら

れ
、
本
市
で
県
初
の
開
催
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
 

開
会
式
で
は
、
県
軟
式
野
球
 
 

連
盟
の
清
藤
由
男
会
長
が
 
「全

力
を
尽
く
し
て
日
頃
き
た
え
た

技
を
、
青
春
を
出
し
き
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
、森
田
市
長
が
「み

な
さ
ん
の
お
い
で
を
心
か
ら
歓

迎
し
ま
す
。
ど
う
か
全
力
を
出

し
き
っ
て
悔
い
の
な
い
試
合を

展
開
し
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎

の
こ
と
ばを
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
選
手
を
代
表
し
て

五
所
川
原
二
中
ク
ラ
ブ
の
福
士

美
宏
主
将
が
「
正
々
堂
々
と
闘

い
ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓

し
、
試
合
に
入
り
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
二
中
ク
ラ

ブ
は
、
岩
手
県
代
表
の

大
船
渡
赤
崎
ク
ラ
ブ
と

進
決
勝
で
対
戦
。
一
時

逆
転
す
る
な
ど
善
戦
し

ま
し
た
が
、
惜
し
く
も

六
対
三
で
敗
れ
ま
し
た
。
 

決
勝
は
秋
田
県
と
岩

手
県
の
代
表
チ
ー
ム
が

対
戦
0
秋
田
南
中
ク
ラ

ブ
が
全
国
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
身
体
障
害
者
福

祉
会

（松
本
一
男
会
長
）
で
は

七
月
二
十
日
、
市
民
体
育
館
で

身
障
者
、
来
賓
、
市
職
員
な
ど

合
わ
せ
て
約
二
百
五
十
人
参
加
 

七
月
二
十
八
日
、
市
庁
舎
裏

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
 
「西
北

五
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
 

が
、
選
手
や
役
員
な
ど
約
七
百

人
、
五
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
五
所
川
原
、
西

郡
、
北
郡
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
共
催
し
て
い
る
も
の
で
、
 

今
回
で
七
回
目
に
な
り
ま
す
。
 

開
会
式
で
は
、
名
誉
大
会
長

で
あ
る
森
田
市
長
が
 
「八
月
に
 

の
も
と
に
身
体
障
害
者
体
育
大

会
を
開
き
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
身
障
者
の
親
睦

と
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、身

障
者
が
自
己
の
残
存
能
力
を
開
 
 

本
市
を
主
会
場
に
開
か
れ
る
県

民
体
育
大
会
で
は
、
初
め
て
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
が
種
目
と
し
て
加

え
ら
れ
る
な
ど
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
 

ル
に
対
す
る
県
民
の
関
心
が
非

常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

か
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、お

互
い
の
親
睦
を
深
め
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
、
本
市
の
錦
町
チ
 

ー
ム
の
佐
々
木
三
蔵
さ
ん
（7
4)
 

発
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
二
十

回
目
に
な
り
ま
す
。
 

大
会
で
は
、
名
誉
大
会
長
で

あ
る
森
田
市
長
が
 
「
身
体
の
障

害
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
残
存

能
力
を
精
一
杯
発
揮さ
れ
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
ま
た
、
 

松
本
一
男
大
会
長
が
 
「ケ
ガ
に

気
を
つ
け
て
十
分
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ

つ
を
述
べま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
選
手
を
代
表
し

て
木
村
正
則
さ
ん
が
宣
誓
し
、
 
 

が
、「正
々
堂
々
と
闘
う
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
選
手

宣
誓
。
早
速
試
合
が
開
始
さ
れ

県
民
体
育
大
会
の
前
哨
戦
と
も

い
う
べ
き
執載
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
 

同
大
会
に
は
、
九
十
歳
を
筆

頭
に
八
十
歳
以
上
の
選
手
や
役

員
な
ど
が
三
十
人
も
参
加
す
る

な
ど
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
人

気
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
o
 

競
技
に
入
り
ま
し
た
。
競
技
は
 

「車
イ
ス
競
争
」
「音
響
競
争
」
 

「
マ
リ
つ
き
競
争
」
な
ど
の
ほ

か
、
視
力
、
下
肢
、
上
肢
、
ろ

う
あ
又
は
体
幹
の
そ
れ
ぞ
れ
の

障
害
者

一
人
ず
つ
の
四
人
一
組

に
よ
る
 r三
〇
〇
H
リ
レ

ー
」
 

な
ど
十
六
種
目
約
二
時
間
に
わ

た
っ
て
軌載
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
 

大
会
終
了
後
、
参
加
者
達
は

体
育
館
前
の
広
場
で
昼
食
を
と

り
な
が
ら
、
お
互
い
の
健
闘
を

た
た
え
あ
い
ま
し
た
。
 

身
障

者
体

育
大
会

開
く
 
身
障

者
福
祉
会
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圏
週
暑
週
じ
て
同
申
窮
婿
闘
嘗
 
凝
競
 

今
年
の
五
月
か
ら
、老
朽
化

し
た
プ
ー
ル
を
取
り
こ
わ
し
建

設
工
事
を
進
め
て
い
た
松
島小

学
校
（
阿
部
弘
校
長
 
児
童
数

百
八
十
四
人
）
の
プ
ー
ル
が
完

成
し
、
七
月
十
九
日
同
校
で
そ

の
落
成
式
が
行
わ
れ
完
成
を
祝

い
合
い
ま
し
た
。
 

」
歪
（
した
プ
ー
ル
は
二
十
五
 

H
の
五
コ
ー
ス
、
F
R
P
（
ガ

ラ
ス
繊
維
強
化
プラ
ス
チ
ッ
ク
）
 

製
で
、
付
》
麗
設
も
含
め
総
工

事
費
三
千
八
万
四
千
円
で
す
。
 

式
に
は
、
森
田
市
長
を
は
じ

め
全
校
児
童
、
来
賓
、
父
母
、
 

教
職
員
な
ど
約
二
百
五
十
人
が

出
席
。
森
誠
P
T
A
会
長
の
あ

い
さ
つ
後
、
森
田
市
長
、
川
浪
 

ー
松
島
小

ー
 

直
治
市
議
会
議
長
、
高
橋
民
一

市
教
育
委
員
会
委
員
長
の
三
人

が
「
子
ど
も
達
の
み
な
さ
ん
、
 

こ
の
プ
ー
ル
が
で
き
た
か
げ
に

は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
方
の

貴
重
な
労
力
奉
仕
が
あ
り
ま
す
。
 

ど
う
か
こ
の
プ
ー
ル
を
大
切
に

さ
れ
、
 一
生
懸命
勉
強
し
、
ま

た
身
体
を
き
た
え
て
く
だ
さ
い
」
 

と
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
阿
部
校
長
が
 
「待

ち
に
待
っ
た
新
プ
ー
ル
が
完
成

し
、
子
ど
も
達
、
学
区
の
人
達

と
も
に
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
、
 

ま
た
、
児
童
を
代
表
し
て
六
年

の
高
橋
傑
（
ま
さ
る
）
さ
ん
が
 

「夏
休
み
に
一
生頻
叩
泳
い
で

身
体
を
き
た
え
ま
す
。
ま
た

事
故
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
お
礼

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

式
終
了
後
プ
ー
ル
開
き
を

行
い
、
児
童
の
代
表
五
人
が

初
泳
ぎ
を
行
い
ま
し
た
。
子

ど
も
達
は
、
夏
休
み
を
目
前

に
新
し
い
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
 

喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
第
二
中
学
校

（成

田
収
校
長
）
二
年
の
片
岡
節
子

さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
、
日
中
友
好

少
年
少
女
書
道
交
流
団
の
一
員

に
選
ば
れ
、
八
月
六
日
か
ら

一

週
間
に
わ
た
っ
て
中
国
を
訪
間
。
 

北
京
や
上
海
な
ど
で
少
年
少
女

と
交
流
し
ま
し
た
。
 

片
岡
さ
ん
は
、
去
る
七
月
行

わ
れ
た
「
第
二
回
成
田
山
全
国

競
書
大
会
」
で
、
応
募
作
品
一
一

十
八
万
点
の
中
か
ら
見
事
「
貫

主
賞
」
に入
賞
。
成
田
山
で
は
、
 

今
月
二
十
二
日
、
神
戸
市
で

開
か
れ
る
「
全
国
消
防
救
助
技

術
大
会
」
に
、
五
所
川
原
消
防

署
（
千
葉
留
次
郎
署
長
）
か
ら

対
馬
茂
消
防
士
（
2
8）
が
出
場

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
同
消
防

署
で
は
一
段
と
熱の
入
っ
た
訓

練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

対
馬
消
防
士
は
去
る
七
月
一
一

十
四
日
、
青
森
市
で
開
か
れ
た

東
北
大
会
に
出
場
し
、
 「
ロ
ー
 

プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」
の
種
目
で

全
国
大
会
出
場
五
人
の
中
に
選

ば
れ
た
も
の
で
す
。
全
国
大
会
 
 

同
大
会
で
の
入
賞
者
の
う
ち
上

位
三
十
人
を
、
日
巾友
好
の
交

流
団
と
し
て
派
遣
し
た
も
の
。
 

同
大
会
の
審
査
員
は
、
日
展

の
審
査
員
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
変

権
威
の
あ
る
大
会
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

片
岡
さ
ん
は
出
発
前
の
七
月

三
十
日
、
彼
女
が
小
学
一
年
当

時
か
ら
習
っ
て
い
る
書
道
塾
の

片
岡
翠
柳
先
生
（
松
野
木
）
と

共
に
市
役
所
を
訪
れ
、
森
田
市
 

出
場
は
、
同
消
防
署
は
こ
れ
で

五
回
目
。
 

「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」
 

は
、
ビ
ル
と
ビ
ル
の
間

（大
会

で
は
訓
練
塔
を
使
う
）
に
張
っ

た
ロ
ー
プ
を
つ
た
わ
り
、
そ
の

間
を
で
き
る
だ
け
早
く
安
全
に

往
復
す
る
と
い
う
も
の
で
、
高

度
な
技
術
と
体
力
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
 

同
消
防
署
で
は
、
三
上
定
雄

救
助
隊
長
以
下
十
七
人
が
一
致

協
力
し
て
日
頃
か
ら
厳
し
い
訓

練
を
続
け
て
お
り
、
こ
の
た
び
 
 

長
に
入
賞
と
中
国
訪
問
を
伝
え

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
森
田

市
長
は
 
「立
派
な
入
賞
大
変
お

め
で
と
う
。
身
体
に
気
を
つ
け

て
元
気
で
中
国
に
行
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
」
と
た
た
え
ま
し
た
。
 

ま
た
、片
岡
翠
柳
先
生
は
「片

岡
君
は
こ
れ
ま
で
も
数
多
く
の

賞
を
と
っ
て
き
た
が
、
今
回
の

入
賞
は
本
当
に
快
挙
だ
。
練
習

熱
心
だ
し
、
今
後
に
も
期
待
し

て
い
る
」
と
語
って
い
ま
し
た
。
 

全
国
消
防
救
助
 

技
術
大
会
に
出
場
 

の
出
場
も
そ
の
成
果
の
あ
ら
わ

れ
と
い
え
ま
す
。
 

対
馬
消
防
士
は
出
場
に
あ
た

っ
て
、
 「先
輩
や
同
僚
達
の
支

え
が
あ
っ
て
出
場
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。
全
国
大
会
で
は
全

力
を
尽
く
し
、
上
位
入
賞
を
め

ざ
し
ま
す
」
と
、
ま
た
千
葉
署

長
は
 
「日
頃
の
訓
練
の
成
果
が

あ
ら
わ
れ
喜
ん
で
い
る
。
対
馬

消
防
士
に
は
、
本
市
の
名
誉
の

た
め
に
も

一
生奨
叩
頑
張
っ
て

き
て
欲
し
い
」
と
、
れ
ぞ
れ
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

対
馬
消
防
士
、全
国
大
会
で
も
ベ
ス
トを
！
 

【
 

《
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追
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県
立
五
所
川

原
高
等
学
校
生

徒
会

（川
浪
拓

郎
会
長
）
で
は

七
月
十
八
日
、
 

市
交
通
事
故
防
止
対
策
本
部
 

（
本部
長
・
森
田
市
長）
で
は
 

勤
労
青
少
年
の
日
」
 
の七

月
十
九
日
、
開
館
十
年
目
を
迎

え
た
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

若
者
達
約
七
十
人
が
参
加
し
て
 

「ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 
 

飲
酒
・
暴
走
運
転
を
追
放
し
よ

う
と
七
月
＋
八
日
、
市
役
所
前

お
ま
つ
り
広
場
で
市
民
総
決
起

大
会
を
開
き
ま
し
た
。
 

同
大
会
に
は
、
交
通
安
全
協

会
、
同
母
の
会
、
緑
の
お
ば
さ

ん
、
事
業
主
会
な
ど
か
ら
約
「
1
 

百
人
が
参
加
。
 

ま
ず
、
大
会
長
で
あ
る
森
田

市
長
が
「
飲
酒
・
暴走
運
転
を

な
く
す
る
た
め
に市
民
一
丸と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し

ょ
了
と
あ
い
さ

つ
。
引
き
続
 

が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
同

ホ
ー
ム
の
利
用
者
の
会
で
あ
る

菊
栄
会
（倉
光
秀
彰
会
長
）
が
、
 

「勤
労
青
少
年
の
日
」
の
記
念
 

行
事
と
し
て
利

用
者
の
交
流
と

親
睦
を
図
る
た

め
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
 

今
年
で
八
回
目
。
 

同
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
は
、
 

お
祝
い
に
か
け
 
 

き
、
相
木
秀
司
五
所
川
原
警
察

署
長
が
 
「県
下
一
飲
酒
運
転
が

多
い
地
域
と
い
う
汚名
を
返
上

し
よ
う
」
と
交
通
事
故
現況
報

告
を
し
、
来
賓
と
し
て
川
浪
直

治
市
議
会
議
長
が
「
夏
の
交
通
 

安
全
運
動
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
こ
の
大
会
は
大
き
な
意
義

を
も
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
参
加
者
を
代
表
し

て
葛
西
専
造
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
 

つ
け
た
森
田
市
長
が
 
「こ
の
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
お
お
い
に

利
用
さ
れ
、
仲
間
づ
く
り
と
人

間
形
成
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
 

そ
の
後
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

に
入
り
、
参
加
者
は
 
「椅
子
取

り
」
 
「風
船
割
り
」
な
ど
の
ゲ
 

ー
ム
や
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
で
、
 

午
後
七
時
か
ら
二
時
間
余
り
に

わ
た
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。
 

な
お
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
六
十
年
度
に
同
ホ
ー
ム
を
 
 

げ
、
同
大
会

を
終
わ
り
ま

し
た
。
 

こ
の
後
、
 

参
加
者
全
員

で
市
街
地
の

目
抜
き
通
り

を
パ
レ
ー
ド

し
、
市
民
に

交
通
安
全

を
訴
え
ま
し

た
。
 

数
多
く
利
用

し
た
人
の
表

彰
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
最

多
利
用
者
は

百
十
四
回
利

用
の
高
瀬
英

人
さ
ん
（
吹

奏
楽
）
で
し

た
。
 

ル
会

（佐
々
木
伯
男
会
長
）
で
 

は
七
月
二
十
九
日
、
社
会
福
祉
 

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
十
一
一
 

万
七
千
二
百
三
十

五
円
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
会

が
市
民
文
化
会
館

で
同
日
、
青
森
山

田
高
校
吹
奏
楽
研

究
会
を
招
い
て
開
 

恵
ま
れ
な
い
人
達
の
た
め
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
過
日
行

わ
れ
た
学
園
祭
で
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ金
七
万

九
千
百
四
十
六
円
を
市
社
会福
 

祉
協
議
会
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
バ
ザ
ー
は
、
同

校
が
今
年
、
県
教

育
委
員
会
か
ら
六

十
一
年
度
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ァ
実
践
校

の
指
定
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、生
徒

会
が
本
年
度
の
事
 
 

い
た
「
夏
休
み
家
族
音
災
ご

の
際
、
約
八
百
人
の
入
場
者
か

ら
の
募
金
を
寄
付
さ
れ
た
も
の

で
、
同
所
で
佐
々
木
会
長
が
森

田
市
長
に
そ
の
目
録
を
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
を

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基

金
に
預
託
し
ま
し
た
。
 

同
会
か
ら
の
寄
付
は
、
こ
れ

で
十
二
回
目
と
な
り
、
関
係
者

か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

業
と
し
て
自
主
的
に
企
画
、
実

施
し
た
も
の
。
 

こ
の
日
は
、
同
校
生
徒
会
の

川
浪
会
長
、小
野
智
子
副
会
長
、
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
責
任
者
の

成
田
悟
さ
ん
、
長
内
慧
子
教
諭

の
四
人
が
同
協
議
会
を
訪
れ
、
 

原
田
市
太
郎
常
務
理
事
兼
事
務

局
長
に
寄
付
金
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
 

同
協
議
会
で
は
、
こ
れ
を
福

祉
基
金
に
七
万
七
千
百
四
十
六

円
、
善
意
銀
行
に
二
千
円
そ
れ

ぞ
れ
繰
り
入
れ
役
立
て
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

ヤノグフェス言 I.ル
―で語！J冷う若者達’、’ 

や
ン
グ
ワ
呂

昌

ヲ
ィ
バ
ル
闘

く
 

 

市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
 

 

恵
ま
れ
な
い
人
達
に
と
7
万
9
千
円
余
 
五
所
高

生
徒
会
 

⑦昭和61年（1986年） 8月15日 



I 驚聾磐器鷲霊 
1 れた長寿ご夫婦を心からお祝いする 

1 め、合同金婚式を行います。 

~ ン対象夫婦 婚姻届以来50年（「『拝目11 

I 年届出） を経過したご夫婦。 

卿線署奥婦膿畠申し退み暑J 
今年も、 めで’たく結婚50年を迎えら 

れた長寿ご夫婦を心からお祝いするた 

め、合同金婚式を行います。 

ン対象夫婦 婚姻届以来50年（「『拝目11 

年届出） を経過したご夫婦。 

確認のため、戸籍抄本が必要です。 

レ申し込み締切 8 月20日① 

日時、場所については、追っておしら

らせします。 お申し込みは、市福祉事

務月〒（廿内線210番）へどうぞ。 

~昭和61年度市合同金婚式 

昭和61年（1986年） 8 月15日 広報ごしょがわら 
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~ 

子どもの教育やしつけで困って
いる人は、どうぞご利用を” 

―五所川原教育相談室― 

ン相談内容 子どもの発育、教育、極端な内

気、乱暴、非行、登校拒否、 ノイローゼ、 

夜尿、偏食、 ことばなど。 

レ相談場所 五所川原教育相談室（市民文化

会館 2 階 ”内線24 7 番） 

D 相談日時 毎週金曜日 

午後 1時 30分～4 時30分 

D 相談申し込み 相談は原則として予約制に

なっています。 電話または文書でお申し込

みく ださし、。 

レその他 相談の秘密は守られます。お気軽

においでトください。 

市役所の電話番号は⑩1ln番 

lb < $A  」 臼国圏国日圏臼日昌 

レ受講資格 市内に住所または勤務先を有す

る婦人くつ 

レ受講料 無料（ただし、材料費は本人負担）。 

D受講期間 9 月 22 日～1 2 月 8 日 

>受講時問 午後 6 時 30分～8 時 30分

ン申し込み締切 9 月 2 0 日の正午 

D 申し込み・間い合わせ先 市働く婦人の家 

(廿電5)8 8 9 8 番) 

募集内容 

曜日 教 室 名 人員 回数 内 	容 

日
『
 
 

生 け 花 10 10 小原流 

茶 	道 10 10 表千家 
お茶の基本 

水
  

着 	付 10 10 着こなしと 
ポイント 

藤 細 工 20 10 基本になる作品 

エ一アロ 

ビクス 
20 10 基礎体力づくり 

金
  

編 	物 20 10 アラン模様 
セーター 

料 	理 20 10 和・洋・中華 

など 

※エアロビクス教室は、30才以上の方のみ

申し受けます。 

「夏期技能讐川原公共職業安定所 

出稼ぎ者に技術を習得させ、土也元への就労

を促進するために技能講習を実施します。 

■型枠 

D 期日 8 月 2 5 ・2 6 日 

D 場所 建設業協会北五支部 

レ資格 満1 8 才」』夫上で経験 3 年以上の人。 

●玉掛 

＞期日 8 月 2 6 ・ 2 7 日 

レ場所 西北労働基準協会 

レ資格 満1 8 才以上で経験 6 カ月以上の人。 

レ定員 それぞれ 40人 

レ受講料 無料 

= 	D申し込み期限 8 月 2 0 日 

お申し込みや詳しいことは、五所川原公共 

職業安定所（”電3)3 171番）へどうぞ。 

特例永住許可申請は 
おすみですか？ 

ン申請期限 本年12月31日 
申言青できる人は、終戦前から引き続き日本

に在留している朝鮮半島・台湾出身の人達と、 

その直系の子孫として日本で生まれ、引き続

在留している人達です。 これらの人達は、永

住許可の申請をすればすべて永住が許可され

ます。 また、手数半斗は不要です。 

まだ申請していない人は、最寄りの入国管

理局へ申請してください。 郵送による申請も

可能です。 

詳しくは、法務省入国管理局（廿03 - 580 ー 
4111番）又はイ山台入国管理局（=02 22 一 56 - 
6076番）へお問い合わせください。 
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◆
中
・
初
級
試
験
 

▽
試
験
職
種
 

（
中
級
）栄
養

士

（初
級
）
一
般
事務
、
教

育
事
務
、
警
察
事
務
、水
産
、
 

土
木
 

▽
受
験
資
格
 

（中
級
）
昭
和

三
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
 

（初
級
）
昭
和
四
十
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
受
験
申
し込
み
の
受
付
期
間
 

青
森
県

職
員
採

用
中

・
初
級

試
験

及
び

警
察
官

⑧
・
交
通

巡
視
員

初
級

試
験
 

九
月
一
日
か
ら
九
月
二
＋

日
ま
で
 

◆
警
察
官
同
・
交
通
巡
視
員

試
験
 

▽
受
験
資
格
 
（
警察
官
⑧
）
 

昭
和
三
十
四
年
四月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
四
年
四月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
（
た

だ
し
、
大
卒
又
は
大
卒
見
込

み
の
人
は
除
く
。）
 

（
交
通巡
視
員
）
昭
和
三
十

八
年
四
月
一
百
か
ら
昭
和
四

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
 

ま
れ
た
女
子
 

▽
受
験
申
し込
み
の
受
付
期
間

九
月
一
日
か
ら
九
月
二
十

日
ま
で
 

詳
し
く
は
、
県
人
事
委
員
会

事
務
局
職
員
課
任
用
係
又
は
県

警
察
本
部
警
務
課
人
事係
（
廿

〇
一
七
七ー
二
三
ー
四
二
一
一

内
線
二
二
一
六
）
ま
で
 

な
お
、
各
採
用
試
験
の
試
験

案
内
及
び
受
験
申
込
書
用
紙
は

八
月
十
八
日
よ
り
配
付
し
ま
す
。
 

税
に
関
す
る
高
校
 

生
の
作
文
募
集
 

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
皆

さ
ん
か
ら
税
に関
す
る
作
文
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
応
募
資
格
 
高
校
生
 

▽
テ
ー
マ
 
税
に
関
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
自

由
。
 

マ
応
募
数
 
一
人
一
編
、
一
一一

千
字
以
内
。
 

▽
締
切
 

九
月
五
日
（
金
）
 

ま
で
に
最
寄
り

の
税
務
署
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。
 

短
 
歌
 

津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
短
歌
会
五
所
川
原
支
部

暴
走
の
若
者
二
人
即
死
と
い
う
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
に

痛
む
な
り
 
青

山
 
栄
治

家
森
の
ど
の
梢
に
鳴
く
ふ
く
ろ
う
か
こ
の
夜
も
聞
こ

ゆ
目
覚
め
て
お
る
に
 

雨
森
 
チ
ネ

ド
ラ
の
音
の
最
後
と
な
り
て
往
き
し
人
五
十
回忌
の

夏
の
来
に
け
り
 
北

川
要
二
郎

戦
e
m
e
苦
難
青
春
の
思
い
出
等
旧
友
（と
も
）と
語

り
合
う
喫
茶
店
に
て
 
楠
美
 

あ
い

ボ
リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
て
近
づ
く
選
挙
カ
ー
に
路地
の

犬
ど
も
合
し
長
吠
ゆ
 
大
沢
 
良

信

果
て
し
な
き
夢
を
追
い
つ
つ
辿
る
道
わ
が
学
び
た
る

巴
小
学
校
 
蝦

名
 
麗
子
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市役所の電話番号は⑩2111番 

昭和61年度 
自衛官2等陸●海●空士志願案内 
⑥安定した待遇と楽しい生活⑥ 

自衛隊をささえるのは若いみなさんです。 

若いみなさんの入隊を心から期待しています 

●身 分 特別職国家公務員です。 

．給 与 

(1）初任給月額 107,400円。  9 か月～12か月

たてば 1等陸・海・空士に昇イ壬し 116,900円 

(2）期末・勤勉手当（ボーナス）は年間 3回 

(3月0.5か月分、6月1.9か月分、12月 2.5か

月分）合計4.9か月分支給されます。 

このほか落下さん隊員手当、乗組手当（艦

艇）、航空手当、航海手当、特殊勤務手当、寒

冷地手当、特地勤務手当等が配置される職域

や勤務条件二等によってそれぞれの該当者に支

給されます。 

また、任期を満了した際にはその都度、特

別退職手当がつぎのとおり支給されます。 な

お、本人が希望すれば、 その都度特別退職手

当の支給を受けないで、 その後の勤続期間に

通算し一括して支給を受けることができます。 

区 分 支給額 区 	分 支給額 

生
ー
用
 
 

2

任
  

1任期 406,000円 
3
 
任
 
年
 
用
 

 

1任期 634 ,000['J 

2任期 878,666円 2任期 918,666円 

3任期 726,000円 3任期 762,000円 

（昭和60年 7月改正給与による。） 

お申し込みや詳しいことは、市民課（廿内
線 277番）へどうぞ。 

r'86 豊:iA.,N糠i-J 
●申込締切日＝=10月 15日 

書道 硬筆 絵画 囲碁 園芸 写真 

ビデオカメラ 楽しい母と子の書き方 

母と子のリズムあそび 俳句 俳句友の会 

短歌 短歌友の会 川柳 漢詩 仏典 

古典 美しい日本語 文章 

小論文・作文セミナー 国語 日本史 

英語 数学 簿記 リーダー養成塾 

高等学校海外特科生 

■案内書無料 

詳しい案内書を差しあげます。 講座名と

あなたの郵便番号、住所、氏名、電話番号

をはがきに書いて一NHK学園へご請求くだ 

さい。 	9' 186 東京都国立市富士見台 2 - 36 
廿 (0425) 72-3151 （代表） 

、
 

、 



たばこは、市内から
買いましょう 

マイルドセフJ ン 1箱（220円）につき、41円40銭

がたばこ消費税として市の収入になります。 

簿纂I ;v’口曾 1 
（救急医療部会） 『 

昭和61年（1986年） 8月15日 広報ごしょがわら （第621号）⑩ 

 

⑨周⑩鳳圏也ンター網議同 

うネ目談日 9 月 5 日、12日、18日、26日 

（毎週金曜日） 

> 時 I習］ 午前10時～午後 3時 

レ内 容 保健婦が血圧測定、尿検査を含

めたi建康相談に応5じますので、赤ちゃん

からお年寄りまで、お気軽においでくだ

さい。 

詳しくは、市衛生課（廿内線268番）へ。 

移動保健所のおしらせ 
五所川原保健所では下記の地区に移動保 

~ 健所を開設します。 健康チェックにまたと

ない機会ですので、多数おいでください。 

日 	時 」易 	 戸斤 

9 月 4 日（木） コ ミコーニテイセンター長橋 

9 月10日（水） コミュニテイセンター三好 

9 月11日（木） 梅沢コミュニテイセンター 

9 月29日月） コ ミュニテイセンター飯詰 

＞時間】午前 9 時30分～11時までト。 

ン内容：①身長、体重測定 （②）尿、血液 

検査 ③血圧、心電図検査 ④栄養指 

導 ⑤総合健康診断 （⑥）保健指導 

⑦その他 

> 料金】無料です。 

＞問い合わせ先 五所川原保健所 

(廿③●2108番）または市衛生課（廿内線 

272・268番）へ。 

ー 中学3年女子の保護者の
みなさんノ＼ 

市では、風しんの発生を防ぐため」ニ予防 

接種を実施します。 

レ対象 中学3年女子全員 

ン実施期日 9 月 1 日～20 日 （予定） 

市役所の電話番号は⑩2111番 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 午後1 時～1時30分まで。 

）持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。3 歳児は尿検

査も行いますので、当日きれいに洗った小ビンに尿を入れ

ても・ニフてきてください。 

※注意（①）6 か月児健康相談の際に神経芽細胞腫（小児がん） 

の検査セッ トを配付しますが、当日つごうで来れない場合は

検査セットを衛生課窓口にて配付いたしますので、 6 か月、 

7 か月の赤ちゃんは、ぜひおいでください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さんはご遠慮くだ
さい。 

月 	令 対 象 児 期 内 容 

3 カ 月 児 S 61年 5 月生 9 月 9 日因 健康診査 

6 カ 月 児 S61年 2 月生 9 月16日因 健康相談 

1 	才 	児 S 60年 8 月生 9 月22日（月） 健康相談 

1 才 6 カ月児 S 60年 3 月生 9 月30日因 健康診査 

3 	才 	児 S 58年 5 月生 9 月18日困 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課（廿内線 268・272番）へどうぞ。 

員昌ドッ勿号目回よ包 g 
市では、40歳以上の市民を対象に成人病の早期発見、早期治

療を目的としたミニドックを実施いたします。 対象となる人

は積極的に受けるようにしてください。 

）実施期問 8 月 1 日③から 9 月30日因まてる 

＞実施時問 医療機関によって実施時間が違いますので申し

込み時にお知らせいたします。 

＞受診方法 受診を希望する人は市衛生課窓口で、受診記録

票の交付を受け、希望する医療機関で受診してください。 

レ受診料 1 ,000円（申し込み時お ただし70歳以上の方、生

活保護世帯、市民税非課税世帯の方は無料（申し込みの際

証明書を提出してください）。 

＞診査項目 診察、身体測定、心電図、尿検査、貧血検査、 

肝機能検査 

レ間い合わせ先 市衛生課（内線272 番） 

◇実施医療機関◇ 

1ど』と1原 内 科 医‘完 白 生 会 胃 腸 病 院 

［董平内科小児科医院 佐 	々 	木 医 院 

~ IIl 崎胃腸科内科医‘完 佐藤内科小児科医院 

~冨田胃腸科内科医院 佐藤仁外科胃腸科医院 

~西 北 中 央 病 院 荘 司 内 科 医 院 
~木 村 内 科 医 院 白戸胃腸科外科医院 

~田辺胃腸科外科医院 森 田 診 療 所 

［き土馬内科小児科医院 三 好 診 療 所 

~中 ’村 内 科 医 院 森内科小 児科医院 
~増 田 病 院 江 	渡 	医 	院 

~復 明 堂 医 院 健生病院五所川原診療所 
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